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1
　「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
中
で
の
研
究
部
の
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
新
た
な
生
活
様
式
に
基
づ
く
業

務
形
態
が
浸
透
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
令
和
5
年
下
半
期
に

は
、
対
面
、
参
集
を
基
本
と
す
る
か
つ
て
の
日
常
生
活
や
経

済
社
会
活
動
を
取
り
戻
す
動
き
も
み
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に

よ
っ
て
、
全
国
各
地
で
、
児
童
生
徒
が
主
役
と
な
る
新
し
い

学
び
や
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
前
提
と
し
た
教
職
員
の
よ
り
効
率

的
で
効
果
的
な
働
き
方
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
現
状
を
鑑
み
、令
和
5
年
度
は
、今
後
一
層
、そ
の
変
革
の

基
盤
と
し
て
推
進
が
期
待
さ
れ
る
「
Ｄ
Ｘ
」
に
着
目
し
、「
教

育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
学
校
と
し
て
の
取
組
と
副
校
長
・
教
頭
の

役
割
」
を
テ
ー
マ
に
実
践
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2
　
研
究
大
会
・
研
修
大
会
の
内
容

⑴
　
全
国
研
究
大
会
（
石
川
大
会
　
8
月
3
日
、
4
日
開
催
）

　

石
川
大
会
は
、
参
集
型
と
オ
ン
ラ
イ
ン
型
を
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
行
い
ま
し
た
。
石
川
県
の
実
行
委
員

会
の
方
々
の
綿
密
な
計
画
、
準
備
と
献
身
的
な
ご
尽
力
に
よ

り
、
石
川
県
金
沢
市
の
7
会
場
に
参
集
１
，
３
０
０
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
１
，
９
０
０
名
が
参
加
す
る
研
究
大
会
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
集
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
研
究
大
会
の

趣
旨
や
内
容
を
全
会
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑵
　�

全
国
研
究
部
長
会
（
第
1
回
7
月
7
日
開
催
、
第
2
回

12
月
1
日
開
催
）

　

第
1
回
は
7
月
7
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
全
体
会
を
行
い
、「
研
究
部
長
と
し
て
の
活
動
の

状
況
」、「
各
学
校
に
お
け
る
管
理
職
と
し
て
の
課
題
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
東
京
学
芸
大
学
教
授

の
高
橋　

純
氏
に
「『
個
別
最
適
な
学
び
』
と
『
協
働
的
な

学
び
』
の
一
体
的
な
充
実
に
向
け
た
副
校
長
・
教
頭
へ
の
期

待
」
と
の
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
2
回
は
12
月
1
日
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
実
施
し
ま
し

た
。
午
前
は
全
体
会
と
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
午

後
は
、
春
日
井
市
教
育
研
究
所
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
専
門
官
の

水
谷
年
孝
氏
に
「
1
人
1
台
端
末
＋
ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
日
常

的
な
活
用
に
よ
る
主
体
的
な
学
び
の
実
現
と
校
務
・
研
修
改

善
」
と
の
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
日
と
も
、

第
一
線
で
ご
活
躍
な
さ
る
方
々
か
ら
理
論
、
根
拠
に
基
づ
い

た
具
体
例
を
踏
ま
え
た
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
者

か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

⑶
　
中
央
研
修
大
会
（
2
月
8
日
開
催
）

　

約
９
０
０
名
が
、
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
オ
ン
タ
イ
ム

で
参
加
し
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
田
中
博
之
氏
（
早
稲

田
大
学
教
職
大
学
院
教
授
）
か
ら
「
学
校
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
」
と
の
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
世
代
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
在
り
方

に
つ
い
て
「
知
識
活
用
能
力
」、「
創
造
力
」、「
Ａ
Ｉ
活
用
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
小
学
校
や
中
学

校
の
先
進
事
例
を
も
と
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

も
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
テ
ー

マ
を
「
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
副
校
長
・
教
頭
の
役
割
」
と
し

て
、
中
川
斉
史
氏
（
徳
島
県
教
育
長
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
も
と
、
大
城
智
紀
氏
（
沖
縄
県
教
育
庁
県
立
学
校
教
育
課

教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
室
主
任
指
導
主
事
）、
中
尾
教
子
氏
（
神
奈

川
工
科
大
学
情
報
教

育
セ
ン
タ
ー
准
教

授
）
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
教
育
Ｄ

Ｘ
に
関
す
る
示
唆
に

富
む
お
話
を
い
た
だ

き
、
今
後
、
副
校

長
・
教
頭
と
し
て
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
べ
き
か
に
つ
い

て
の
方
向
性
を
示
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。3

　
研
究
大
会
・
研
修
大
会
の
成
果
と
課
題

　

全
国
研
究
大
会
石
川
大
会
は
、
令
和
元
年
度
の
滋
賀
大
会

以
来
4
年
ぶ
り
に
参
集
で
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
が
続
き
、
参
集
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
薄
れ
る
中
、
過
去
の

研
究
計
画
を
参
照
し
、
緻
密
に
計
画
し
準
備
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
石
川
県
実
行
委
員
会
な
ら
び
に
石
川
県
の
副
校
長
・
教

頭
先
生
の
皆
様
の
お
か
げ
で
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
併
用
し
、
全
国
の
会
員
が
、

地
元
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
石
川
県
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
貴

重
な
ご
講
演
、
熱
い
研
究
討
議
等
の
学
び
を
共
有
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

研
究
部
は
日
常
的
な
連
絡
や
協
議
を
ほ
ぼ
全
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
い
ま
し
た
。
研
究
部
長
会
、
中
央
研
修
大
会
を
通
し

て
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
の
大
会
開
催
の
経
験
値
も
高
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
、
目
的
や
趨
勢
に
応
じ
て
最
適
な
方
法
を
選
び
な
が

ら
、
副
校
長
・
教
頭
先
生
の
資
質
・
向
上
に
寄
与
す
る
研

究
・
研
修
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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部

　 

の
活
動
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つ
い
て
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